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当
社
に
と
っ
て
初
夏
の
風
物
詩
と
は
花
菖
蒲
で
す
。
本
年
も
五
月
中
旬
よ
り

順
調
に
開
花
し
、
休
日
と
も
な
る
と
多
く
の
参
拝
者
に
お
楽
し
み
戴
い
て
お
り

ま
す
。
時
期
の
花
だ
け
に
毎
年
綺
麗
に
咲
か
せ
る
た
め
に
は
そ
の
後
の
植
え
替

え
が
大
切
で
す
。
株
分
け
の
時
期
は
六
月
下
旬
か
ら
約
二
週
間
が
適
し
て
お

り
、
雨
中
で
も
ジ
リ
ジ
リ
と
し
た
暑
い
日
射
し
の
中
で
も
作
業
を
い
た
し
ま

す
。
こ
の
植
え
替
え
作
業
の
丁
寧
さ
が
、
来
年
の
開
花
状
況
の
良
し
悪
し
を
決

め
る
の
で
す
。 

　
さ
て
、
六
月
三
日
の
宮
代
神
饌
田
「
御
田
植
祭
」
は
、
関
係
各
位
の
ご
理
解

ご
協
力
を
戴
き
、
恙
な
く
斎
行
で
き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
例
年
「
御
田
植
祭
」
は
斎
行
し
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
本
年
は
森
町
教
育

委
員
会
の
ご
指
導
の
も
と
、
「
田
遊
び
神
事
」
が
国
の
選
択
指
定
さ
れ
た
こ
と

を
記
念
し
「
民
俗
芸
能
・
民
俗
行
事
公
開
大
会
」
と
し
て
開
催
致
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
森
町
立
旭
が
丘
中
学
校
関
係
者
及
び
生
徒
の
お
田
植
え
に
は
特
別
な
お

取
り
計
ら
い
を
戴
き
ま
し
た
。
公
開
大
会
で
は
、
延
宝
八
（
一
六
八
〇
）
年
四

月
六
日
に
記
さ
れ
た
「
遠
州
一
宮
記
録
」
を
も
と
に
特
殊
な
神
饌
を
復
元
し
紹

介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
田
遊
び
神
事
を
三
段
演
じ
る
と
と
も
に
、
水
口
で
の
呪

文
奉
読
を
再
現
い
た
し
ま
し
た
。
更
に
旭
が
丘
中
学
校
の
生
徒
達
に
は
衣
装
を

着
け
、
田
圃
に
入
り
田
植
え
を
し
ま
し
た
。
白
丁
を
着
け
た
五
月
男
四
人
と
白

衣
・
緋
袴
姿
の
五
月
女
八
人
が
、
田
植
え
歌
の
調
べ
に
合
わ
せ
て
、
早
苗
を
上

に
掲
げ
た
り
左
右
に
振
る
所
作
を
し
な
が
ら
、
真
剣
に
ご
奉
仕
を
し
て
戴
き
ま

し
た
。
こ
の
時
は
宛
ら
何
処
か
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
心
持
ち
で
あ

り
ま
し
た
。
折
角
様
々
な
方
々
の
ご
協
力
の
も
と
に
実
施
で
き
た
の
で
す
か

ら
、
末
永
く
こ
の
伝
統
文
化
を
継
承
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

　
昨
年
五
月
に
着
手
い
た
し
ま
し
た
記
念
事
業
「
社
務
所
の
増
改
築
工
事
」
は

一
年
間
順
調
に
進
捗
し
、
屋
根
の
部
分
が
出
来
上
が
り
、
現
在
は
内
部
の
工
作

行
程
に
進
ん
で
い
ま
す
。
ご
参
拝
の
方
に
は
何
か
と
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
引
き
続
き
温
か
い
お
力
添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
今
年
は
梅
雨
の
期
間
が
短
い
と
い
う
予
報
で
す
が
、
神
饌
田
の
早
苗
の
成
長

に
は
恵
み
の
雨
が
必
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
暑
い
夏
を
呉
々
も
ご
自
愛
の
上
、

お
過
ご
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す 

 夏
に
向
か
っ
て 

さ   

お
と
　
め 

さ
お
　
と
　 

こ 
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例
祭
の
斎
行 
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稚児行列奉仕者一同（4月14日） 書家　杭迫柏樹氏　書一幅「随神」ご奉納（3月17日） 

勅使役　杭迫柏樹氏（4月15日） 

神幸祭の巫女舞（4月15日） 

舞楽行列（4月14日） 

  
　
四
月
十
四
日
よ
り
十
八
日
に
亘
り
、
例
祭

及
び
神
賑
行
事
等
が
盛
大
裡
に
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。 

　
本
年
は
、
森
町
の
ご
出
身
で
書
家
の
杭
迫

柏
樹
氏
を
勅
使
役
と
し
て
お
招
き
し
、
ご
奉

仕
を
賜
り
ま
し
た
。
杭
迫
氏
は
、
日
展
評
議

員
・
日
本
書
芸
院
副
理
事
長
を
お
務
め
に
な

る
な
ど
広
く
ご
活
躍
さ
れ
て
い
て
、
多
数
の

著
書
を
ご
出
版
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
去
る
三

月
十
七
日
に
は
当
社
へ
ご
参
拝
の
折
り
、
書

一
幅
の
ご
奉
納
を
戴
い
て
お
り
ま
す
。 

　
さ
て
、
十
四
日
は
献
詠
祭
・
氏
子
入
り
奉

告
祭
を
斎
行
し
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
で
あ
る
十
二
段
の
古
式
舞
楽
が
舞
殿
に

て
奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。
十
五
日
は
神
幸
祭
が

斎
行
さ
れ
、
神
輿
渡
御
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
旅
所
で
は
、
祝
詞
の
奏
上
に
続
き
森
町
指

定
無
形
民
俗
文
化
財
の
巫
女
舞
が
奉
奏
さ
れ

ま
し
た
。
勅
使
行
列
も
宮
代
公
民
館
よ
り
神

社
に
向
け
て
出
発
し
一
の
鳥
居
付
近
で
合
流

し
還
幸
と
な
り
ま
し
た
。
勅
使
役
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
杭
迫
氏
は
ご
奉
仕
を
無
事
終
え
ら

れ
る
と
「
と
て
も
良
い
経
験
を
さ
せ
て
戴
き

ま
し
た
」
と
心
境
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
古
式

舞
楽
は
十
五
日
も
十
二
段
の
演
目
を
無
事
奉

納
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
恒
例
行
事
で
あ
り

ま
す
新
茶
の
手
揉
み
実
演
・
弓
道
愛
好
会
に

よ
る
大
弓
会
・
参
道
に
は
露
店
が
軒
を
列
ね

る
な
ど
境
内
は
賑
わ
い
ま
し
た
。 

　
十
七
日
は
前
日
祭
の
斎
行
、
十
八
日
の
例

祭
に
は
静
岡
県
神
社
庁
副
庁
長
龍
尾
司
郎
様
・

森
町
長
村
松
藤
雄
様
を
始
め
多
数
の
皆
様
に

ご
参
列
を
賜
り
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
、
大
神
様

を
称
え
御
神
慮
を
賜
り
ま
し
た
。 

く
い  

せ
こ 

は
く  

じ
ゅ 
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ヤ
マ
ハ
発
動
機
㈱
森
町
工
場 

㈲
太
田
茶
店 

保
食
や 

マ
ル
ミ
塗
装 

㈱
デ
イ
ト
ナ 

大
場
獣
医
科
医
院 

都
野
加
工
所
㈲ 

青
木
恒
産 

㈲
ア
マ
ノ 

三
木
の
里
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

日
本
温
装
工
業
㈱ 

松
田
歯
科
医
院 

魚
泰 

㈲
富
士
鉄
工 

㈲
大
寶
建
設 

金
山
化
成
シ
ズ
オ
カ
㈱ 

ヤ
ス
マ
㈱
静
岡
工
場 

山
本
環
境
整
備
㈱ 

杉
本
金
属
㈱
森
町
工
場 

長
岡
香
料
㈱
静
岡
工
場 

朝
日
製
作
所
㈱ 

㈲
加
藤
は
つ
り
工
業
所 

太
雄
工
業
㈱ 

ぴ
あ
タ
ウ
ン 

シ
ャ
ト
ー
中
川 

菓
匠
あ
さ
お
か 

鈴
木
農
園 

㈱
伸
孝 

あ
さ
ひ
な
㈱ 

㈱
ダ
イ
ゴ 

㈲
す
ず
き
工
業 

㈱
鈴
木
建
装 

㈲
朝
比
奈
造
園 

㈲
ヤ
マ
ニ
シ
建
築 

石
橋
　
寛
一 

小
國
神
社
指
定
売
店 

大
塚
彫
刻
工
芸 

カ
ル
ト
㈱ 

㈲
今
泉
土
木 

フ
ナ
ギ
テ
ッ
ケ
ン
㈱ 

エ
ム
ケ
イ
デ
ン
キ
㈲ 

ハ
マ
ネ
ツ
㈱
森
町
工
場 

太
田
理
容 

遠
州
ボ
デ
ー
㈲ 

㈲
一
木
機
械
店 

㈲
大
井
製
作
所 

深
井
無
線
工
業
㈱
森
町
工
場 

大
同
ア
ミ
ス
タ
ー
㈱
静
岡
工
場 

か
ね
と
よ
㈱ 

ツ
カ
モ
ト
㈱ 

㈲
北
島
電
気 

㈲
桜
井
工
業
所 

㈲
守
屋
モ
ー
タ
ー 

㈲
ム
ラ
マ
ツ
住
建 

内
山
商
会
山
梨
店 

家
本
工
務
店 

や
ま
ひ
ろ
㈱
関
東
工
場 

有
限
会
社  

泰
伸 

　
笹
間
商
店 

イ
ン
テ
リ
ア
村
松
㈲ 

山
田
建
設 

サ
ン
シ
ョ
ー
運
輸 

高
木
建
築 

高
木
工
業 

森
町
ゆ
ら
ら 

森
の
び
よ
う
し
つ 

鈴
伍
酒
店 

ヘ
ヤ
ー
サ
ロ
ン
タ
カ
ギ 

㈲
エ
ビ
ス
ヤ 

㈲
萩
原
造
園 

共
栄
土
建
㈲ 

袴
田
製
作
所
㈱
森
町
工
場 

百
々
や 

一
宮
郵
便
局 

鈴
木
土
建
㈱ 

暁
雲
窯 

㈱
ザ
・フ
ォ
レ
ス
ト
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

㈲
石
田
茶
店 

㈲
　
鈴
木
次
郎
商
店 

㈱
　
島
商
店 

　
松
浦
製
茶
㈱ 

　
栗
田
商
店 

遠
州
中
央
農
協
一
宮
支
店 

入
鹿
ハ
ム 

山
本
美
容
院 

美
容
室
た
け
し
の
店 

田
中
屋
酒
店 

三
幸
産
業
㈱ 

家
本
建
機
工
業
㈱ 

木
創
工
房
　
森
童 

サ
ン
ワ
環
境
整
備
㈱ 

㈲
天
野
業
務
店 

美
容
室
な
か
ね 

東
京
理
容 

堀
内
ふ
と
ん
店 

金
原
石
油 

す
ず
き
美
容
室 

西
尾
工
務
店 

　
豊
一
商
店 

鈴
木
　
弘
子 

㈱
わ
か
さ
や 

佐
野
鳶
工
業 

西
村
医
院 

ア
ー
ト
フ
ァ
ー
ム
仲
田 

時
代
屋 

台
日
レ
ス
ト
ラ
ン 

石
松
庵 

㈲
栄
産
業 

長
谷
川
建
具
店 

山
本
電
気
設
備
工
事 

㈲
三
鈴
技
研
工
業 

鈴
木
造
園
㈲ 

伊
藤
米
穀
店 

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン 

タ
カ
ヤ
ナ
ギ 

菓
子
司
　
中
島
屋 

野
口
園
　 

永
田
　
寛
實 

花
嶋
　
　
博 

加
藤
　
　
修 

　 
 

氏
子
各
地
区
よ
り
神
賑

料
の
ご
奉
賛
を
戴
き
ま

し
た
こ
と
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

水
野
修
次 

北
嶋
糀
店 

㈱
三
愛
工
芸 

小
國
神
社
指
定
売
店 

㈱
阿
部 

倉
見
建
設
㈱ 

魚
太 

㈱
さ
の
や
会
館 

西
遠
消
防
機
具
㈱ 

み
ど
り
写
真
館 

高
塚
印
刷
所 

森
下
建
設
㈱ 

榛
葉
工
芸 

㈱
松
下
装
束
店 

㈱
小
倉
商
店 

春
日
屋 

セ
コ
ム
㈱
磐
田
支
社 

㈲
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス 

　     

エ
ム・エ
ス・
シ
ー 

㈱
村
上
社
寺
工
芸
社 

モ
リ
シ
タ
デ
ザ
イ
ン

㈱
長
谷
川
製
作
所 

㈱
プ
ロ
ハ
イ
サ
ー
ビ
ス 

㈲
浦
野
モ
ー
タ
ー
ス 

㈲
宮
崎
モ
ー
タ
ー
ス 

㈲
大
島
寅
次
郎
商
店 

㈱
三
永 

㈲
久
志
本 

小
島
屋
松
鶴 

㈱
甲
賀
弓
具
店 

京
都
奉
製
㈱ 

大
石
糀
店 

㈱
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ 

㈲
丸
井
紙
店 

岡
野
建
設
㈱ 

盟
和
製
作
所 

大
沼
建
設
㈱ 

豊
田
合
成
㈱
森
町
工
場 

政
和
電
気
㈲ 

 

森
　
町 

森
　
町 

茨
城
県 

森
　
町 

栃
木
県 

森
　
町 

森
　
町 

袋
井
市 

浜
松
市 

森
　
町 

掛
川
市 

森
　
町 

島
田
市 

京
都
府 

森
　
町 

袋
井
市 

磐
田
市 

 

袋
井
市 

兵
庫
県 

森
　
町 

埼
玉
県 

磐
田
市 

森
　
町 

森
　
町 

福
島
県 

森
　
町 

東
京
都 

袋
井
市 

静
岡
市 

京
都
市 

森
　
町 

東
京
都 

山
梨
県 

森

町

 

茨
城
県 

森

町

 

森

町

 

森

町

 

 

白
幡
　
富
幸                 

大
場
　
　
篤                 

大
場
喜
久
司 

天
野
智
加
志 

小
澤
　
廣
一 

大
場
　
詞
信 

北
嶋
　
恵
介 

内
藤
　
明
廣 

高
木
　
　
誠 

鈴
木
　
勝
幸 

小
林
　
　
　 

大
塚
　
静
雄 

佐
野
　
太
郎 

大
場
　
滉
太 

佐
藤
　
瑞
樹 

鈴
木
　
凱
矢 

鈴
木
　
雄
大 

鶴
見
　
槇
也 

村
松
　
俊
哉 

鈴
木
　
　
望 

鈴
木
　
嘉
久 

小
川
　
正
恭 

朝
比
奈
　
斉 

山
本
　
一
幸 

嶋
田
　
秀
邦 

鈴
木
　
昌
人 

山
本
　
　
勉 

西
尾
　
　
享 

成
瀬
　
満
雅 

鶴
見
　
俊
之 

野
口
　
雅
人 

大
場
　
　
学 

白
幡
磨
佐
彦 

鶴
見
　
和
弘 

岩
瀬
　
公
紀 

平
田
　
章
浩 

塩
澤
太
佳
夫 

岩
満
　
武
志 

鈴
木
　
裕
也 

                         

副
指
南
役 

行
事 

 

師
匠 

   

師
匠
見
習

　 衣
裳
方 

 

稚
児 

   

太
平
楽 

  

 

色
香 

   

安
摩 

二
の
舞 

   

陵
王 

 

納
蘇
利 

 

獅
子 

     

舞楽奉仕者一同（4月14日） 

巫女舞 稚児舞 太平楽 

鈴木　雄大・鶴見　槇也 
村松　俊哉・鈴木　　望 

佐野　太郎・大場　滉太 
佐藤　瑞樹・鈴木　凱矢 

 

鈴木稚佳子・有本　美香 
鈴木　真実・村松　香苗 

指
南
役
・
楽
頭 

（
敬
称
略
） 

古
式
舞
楽
奉
仕
者
御
芳
名 

（
敬
称
略
） 

太
平
楽
・
稚
児
舞
・
巫
女
舞 

    

奉
仕
者
御
芳
名 



  

　
四
月
一
日
（
日
）
、
初
夏
を
思
わ
せ
る
陽

気
の
中
、
一
宮
さ
く
ら
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
宮
川
沿
い
の
染
井
吉
野
を
は
じ
め

川
津
桜
・
滝
桜
が
見
頃
を
迎
え
、
門
前
駐
車

場
の
特
設
舞
台
で
は
関
係
の
各
種
団
体
に
よ

る
歌
や
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
「
友

銭
会
」
に
よ
る
銭
太
鼓
は
総
勢
一
〇
〇
名
で

駐
車
場
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
、
リ
ズ
ミ
カ
ル

に
踊
る
姿
は
観
客
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
参
集
殿
付
近
に
は
野
点
が
設
け
ら

れ
、
舞
殿
で
奏
で
ら
れ
る
琴
・
尺
八
の
美
し

い
音
色
を
聴
き
な
が
ら
の
お
茶
席
は
格
別
で

し
た
。
夜
間
は
、
門
前
周
辺
の
桜
を
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

4

宮
代
神
饌
田「
御
田
植
祭
」の
斎
行 

こ
ど
も
祭
の
斎
行
（
五
月
五
日
） 

一
宮
さ
く
ら
ま
つ
り
の
開
催 
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菖蒲とよもぎを授与 当社の命名児60名がご参列 

田遊び神事　ー種蒔きー 

お田植え奉仕の森町立旭が丘中学校の生徒（3年生） 

銭太鼓の奉納（4月1日） 

  
　
六
月
三
日
（
日
）
午
前
九
時
三
十
分
よ
り
、

氏
子
内
・
宮
代
地
区
の
大
場
昭
三
氏
が
所
有
・

管
理
い
た
し
ま
す
神
饌
田
に
お
き
ま
し
て「
御

田
植
祭
」
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。 

　
本
年
は
、
も
と
よ
り
静
岡
県
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
で
あ
り
ま
す
当
社
の
「
田
遊
び
神

事
」
が
年
明
け
に
国
選
択
の
無
形
民
俗
文
化

財
に
選
ば
れ
た
こ
と
を
う
け
、
森
町
の
伝
統

文
化
保
存
伝
承
、
ま
た
後
継
者
育
成
の
た
め

に
小
國
神
社
田
遊
び
保
存
会
及
び
小
國
神
社

御
田
植
祭
伝
承
会
主
催
に
よ
り
、
森
町
教
育

委
員
会
の
ご
指
導
ご
協
力
の
も
と
『
第
一
回

民
俗
芸
能
・
民
俗
行
事
公
開
大
会
』
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
伴
い
、
祭
典
に
お
け
る
神
饌
は
古

い
記
録
に
あ
り
ま
す
特
殊
な
神
饌
を
お
供
え

し
、
五
月
男
（
さ
お
と
こ
）
・
五
月
女
（
さ

お
と
め
）
の
衣
裳
を
社
家
並
び
に
敬
神
婦
人

会
に
ご
奉
納
い
た
だ
く
な
ど
、
よ
り
本
来
の

形
態
で
の
斎
行
・
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

　
祭
典
後
の
公
開
内
容
は
、
社
家
の
方
々
の

奉
仕
に
よ
り
「
田
遊
び
」
三
演
目
を
披
露
し
、

引
き
続
き
旭
が
丘
中
学
校
生
徒
が
五
月
男

（
四
名
）
・
五
月
女
（
八
名
）
と
し
て
田
植

え
唄
の
曲
に
合
わ
せ
お
田
植
え
を
い
た
し
ま

し
た
。 

　
そ
の
後
、
奉
仕
者
以
外
の
生
徒
た
ち
が
演

奏
す
る
お
囃
子
に
合
わ
せ
、
敬
神
婦
人
会
の

皆
様
が
田
植
え
を
い
た
し
ま
し
た
。 



 

中
村
　
典
雄 

   

伊
部
　
司
郎 

  

山
本
　
　
榮 

渥
美
　
健
次 

山
本
　
清
二 

仲
川
　
　
明 

宮
本
　
直
司 

林
　
猪
佐
夫 

小
野
田
　
操 

  
村
松
　
才
治 

    

 

岡
野
建
設
㈱ 岡

野
　
良
隆 

  

伊
藤
　
　
晃 

 （
宗
）法
華
山
王
清
浄
講
社 

松
　
　
尚
也 

  

杭
迫
　
柏
樹 

  

寺
尾
　
純
子 

  

長
野
　
律
子 

金
原
　
光
春 

鈴
木
　
俊
光 

杉
本
　
純
一 

匿
　
　
　
名 

匿
　
　
　
名 

 

 

三
組
町
甲
子
講 

長
谷
川
建
具
店 

長
谷
川
惠
一 

　
林
　
秋
芳 

杉
本
　
義
彦 

匿
　
　
　
名 

  

川
崎
　
博
史 

廣
瀬
　
兼
久 

平
岡
　
久
明 

三
浦
　
宗
和 

美
松
工
業
㈱ 

徳
丸
　
信
男 

村
松
　
雪
雄 

鈴
木
　
藤
男 

稲
垣
　
ま
き 

㈱
稲
垣
金
型
製
作
所 

橋
本
　
士
郎 

戸
舘
　
亮
人 

5

  

　
五
月
二
十
四
日
に
当
社
門
前
に
あ
る
花
菖

蒲
園
が
開
園
し
ま
し
た
。
例
年
よ
り
少
し
早

く
咲
き
は
じ
め
、
早
生
・
中
咲
き
の
花
菖
蒲

が
そ
よ
風
に
揺
ら
れ
風
情
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
ま
す
。 

　
六
月
二
日
に
は
、
「
花
菖
蒲
観
賞
祭
」
が

斎
行
さ
れ
開
園
を
祝
い
ま
し
た
。
翌
日
の
三

日
に
は
「
花
菖
蒲
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、

野
点
が
二
席
、
琴
・
尺
八
の
演
奏
、
山
野
草

の
展
示
即
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
こ
の
季
節
は
「
遠
州
花
め
ぐ
り
ツ

ア
ー
」
の
観
光
客
も
多
く
、
お
茶
を
楽
し
む

方
や
山
野
草
を
ご
覧
に
な
る
方
で
賑
わ
い
ま

し
た
。 

  

花
菖
蒲
ま
つ
り
の
開
催 
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社
務
所
増
改
築
工
事
の
現
況 

社務所南側・応接室付近 社務所北側部分（6月12日） 

花菖蒲の開花 

以
上 

以
上 

以
上
以
上 

以
上 

以
上 

以
上 

以
上 

以
上 

以
上
以
上 

以
上
以
上 

以
上
以
上 



    

　
昨
年
、
第
五
回
を
迎
え
た
「
秋
の
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
」
に
は
例
年
と
変
わ
ら
ず
多
数
の

ご
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
多
種
多
様
に
表
現

さ
れ
た
作
品
に
は
、
改
め
て
当
社
境
内
の
自

然
の
豊
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

　
本
年
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
は
応
募
者
の
希

望
も
あ
り
、
撮
影
対
象
期
間
を
延
ば
す
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
期
間
は
秋
か
ら
翌
年
の
春

ま
で
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
明
年
五
月
二
十
日

を
締
め
切
り
と
い
た
し
ま
す
。
対
象
期
間
が

少
し
長
く
な
り
ま
す
が
、
季
節
ご
と
に
彩
る

草
花
や
祭
事
等
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て

戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員

会
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

  

   

　
古
代
菓
子
は
、
当
社
の
例
祭
・
神
幸
祭
だ

け
に
大
神
様
に
お
供
え
さ
れ
る
特
殊
神
饌
で

あ
り
、
「
フ
ト
（
伏
兔
）
」
「
マ
ガ
リ
（
曲

勾
）
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。 

　
祭
典
前
日
に
神
職
・
巫
女
に
よ
っ
て
調
製

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
フ
ト
は
餃
子
状
の
も
の

で
、
マ
ガ
リ
は
紐
状
の
輪
を
ひ
ね
っ
た
形
の

も
の
で
す
。
作
り
方
は
、
ま
ず
米
粉
に
水
を

加
え
な
が
ら
練
り
、
あ
る
程
度
の
固
さ
に
な
っ

た
と
こ
ろ
で
、
蒸
籠
に
入
れ
て
一
時
間
程
蒸

し
ま
す
。
そ
の
後
、
も
う
一
度
よ
く
練
り
冷

め
な
い
う
ち
に
フ
ト
と
マ
ガ
リ
の
形
に
し
ま

す
。
か
つ
て
は
、
少
量
の
砂
糖
を
加
え
た
り
、

フ
ト
に
は
小
豆
の
餡
を
入
れ
た
と
云
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
以
前
は
御
田
植
祭
に
も
お

供
え
さ
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 
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左・曲勾（マガリ）　右・伏兔（フト） 

ー
古
代
菓
子
（
こ
だ
い
か
し
）
ー 

一

日

 

六

日

 

十
八
日 

一

日

 

六

日

 

十
八
日 

二
十
三
日 

二
十
五
日 

二
十
五
日 

二
十
七
日 

月
次
祭 

本
宮
山
月
次
祭 

月
次
祭 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
九
時
） 

一

日

 

六

日

 

十
八
日 

二
十
九
日 

三
十
一
日 

三
十
一
日 

 

月
次
祭 

本
宮
山
月
次
祭 

月
次
祭 

甲
子
祭 

境
内
地
譲
渡
記
念
祭 

愛
宕
神
社
例
祭 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
八
時
） 

（
午
前
九
時
） 

六

日

 

十
七
日 

十
八
日 

十
八
日 

 

白
鬚
神
社
例
祭 

神
嘗
奉
祝
祭
・
神
嘗
祭
遙
拝
式 

月
次
祭 

福
神
像
頒
布
式 

 

（
午
後
二
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
十
時
） 

 

一

日

 

三

日

 

六

日

 
七

日

 
十
五
日 

十
八
日 

十
九
日 

二
十
一
日 

二
十
三
日 

 

二
十
四
日 

二
十
五
日 

二
十
六
日 

 

月
次
祭 

明
治
祭 

本
宮
山
月
次
祭 

山
神
社
例
祭 

七
五
三
祝
祭 

月
次
祭
・
稲
祭 

疫
神
齋 

地
鎮
祭 

新
嘗
祭 

奉
納
農
産
物
品
評
会 

紅
葉
祭
・
山
芋
賞
味
会 

も
み
じ
ま
つ
り 

甲
子
祭 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
後
二
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
十
一
時
）

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
九
時
） 

月
次
祭 

本
宮
山
月
次
祭 

月
次
祭 

秋
季
皇
霊
祭
遙
拝
式 

御
柱
祭 

敬
老
祭
安
心
祭 

甲
子
祭 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
半
） 

（
午
前
九
時
） 

一

日

 

六

日

 
 

月
次
祭 

本
宮
山
月
次
祭 
 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

カラー 

宮川の朝 
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平
成
十
九
年
二
月
一
日
〜
平
成
十
九
年
五
月
三
十
一
日 

袋
井
市            

掛
川
市 

浜
松
市            

浜
松
市 

東
京
都            

森
　
町 

東
京
都            

菊
川
市 

磐
田
市            

掛
川
市 

浜
松
市

袋
井
市 

袋
井
市 

磐
田
市 

磐
田
市 

袋
井
市 

静
岡
市 

浜
松
市 

御
前
崎
市

浜
松
市 

浜
松
市 

浜
松
市 

森
　
町

浜
松
市 

掛
川
市

浜
松
市 

掛
川
市

森
　
町 

浜
松
市 

袋
井
市 

浜
松
市

袋
井
市 

浜
松
市 

磐
田
市 

浜
松
市 

袋
井
市 

磐
田
市 

森
　
町 

浜
松
市 

磐
田
市 

袋
井
市 

袋
井
市 

磐
田
市 

御
前
崎
市 

 

本
多
　
祐
太

小
嶋
　
花
歩

安
間
　
吏
玖 

芝
田
　
千
華 

渡
邊
　
瑛
祐     

小
林
　
優
那 

新
村
　
実
柚 

松
浦
　
司
穏 

寺
田
　
早
織 

櫻
井
　
梨
瑛 

渡
邊
　
櫻
子 

小
池
　
倖
大 

相
澤
　
信
吾

山
下
　
詩
織 

八
木
　
稜
太 

神
谷
　
紗
良 

渡
辺
　
悠
斗 

伊
藤
　
暢
希 

　
塚
　
心
温 

斉
藤
　
隆
貴 

田
口
　
桜
士 

大
橋
　
弘
誠 

朝
比
奈
志
歩 

須
藤
　
悠
月 

大
場
　
雅
斗 

大
石
　
知
希 

白
畑
　
佑
奈 

天
野
　
陽
由 

岡
本
心
太
朗 

海
野
　
友
吾        

藤
田
　
理
那       

杉
田
　
雄
飛       

大
野
　
絢
子 

大
庭
　
　
奨 

山
本
　
莉
央 

加
藤
　
悠
斗 

野
久
保
塁
斗 

島
田
　
侑
芽

鈴
木
　
悠
里 

許
　
　
智
紀 

松
山
　
悠
人 

村
松
　
和
奏 

青
島
　
梨
帆 

赤
堀
亜
津
里 

 

○
当
社
で
は
、
お
子
様
の
命
名 

　
を
申
し
受
け
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
度
、
皇
學
館
大
学
神
道
学
専
攻
科
を
卒

業
し
、
小
國
神
社
出
仕
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。 

　
奉
職
し
て
早
三
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
ご
迷
惑
ば
か
り
か
け
て
お
り
ま
す
。
不
安

や
戸
惑
い
は
多
々
あ
り
、
そ
の
都
度
皆
様
よ
り

温
か
い
ご
教
示
を
賜
り
な
が
ら
充
実
し
た
日
々

を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。 

　
入
社
後
間
も
な
く
、
小
國
神
社
の
一
四
五
〇

年
の
伝
統
文
化
が
う
か
が
え
る
十
二
段
舞
楽
を

拝
見
し
た
と
き
に
は
、
歴
史
の
重
み
、
神
々
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
長
い
年
月
、
継
承
し
後
世

に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
大
変
難
し
い
こ
と
で
あ

る
と
思
い
ま
し
た
。 

　
未
だ
勉
強
の
毎
日
で
は
あ
り
ま
す
が
、
精
一

杯
ご
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ど
う

か
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

　
伝
統
あ
る
小
國
神
社
に
奉
職
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
て
、
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
入
社
し
て
三
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
が
、
初

め
て
経
験
す
る
こ
と
ば
か
り
で
、
日
々
先
輩

よ
り
指
導
を
受
け
て
お
り
ま
す
。 

　
少
し
で
も
早
く
お
役
に
立
て
る
よ
う
精
一

杯
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
社
会
人
と
し
て
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
頼
り
な
く
、

先
輩
や
周
り
の
方
々
に
迷
惑
や
心
配
を
か
け

る
こ
と
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

　
少
し
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え
る
よ
う
努
力

い
た
し
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

    

　
六
月
三
十
日
（
土
）
午
後
三
時
よ
り

夏
越
の
大
祓
式
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。 

　
大
祓
と
は
、
日
常
生
活
の
中
で
無
意

識
の
う
ち
に
、
心
や
体
に
つ
い
た
罪
や

け
が
れ
、
災
厄
や
不
浄
な
も
の
を
身
代

わ
り
と
な
る
人
形
（
形
代
）
に
移
し
、

清
ら
か
な
姿
に
立
ち
返
る
よ
う
願
い
、

川
に
流
し
て
祓
い
清
め
る
神
事
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
こ
の
神
事
は
、
年
に
二

回
（
十
二
月
と
六
月
の
晦
日
）
行
わ
れ

て
お
り
、
特
に
夏
越
の
大
祓
で
は
、
梅

雨
の
時
期
に
多
い
流
行
病
や
疫
病
に
か

か
る
こ
と
な
く
、
暑
い
夏
を
健
康
で
過

ご
せ
ま
す
よ
う
に
と
茅
の
輪
く
ぐ
り
が

行
わ
れ
ま
す
。 

　
く
ぐ
り
方
は
、
茅
の
輪
の
手
前
で
「
蘇

民
将
来
」
と
三
回
唱
え
、
左
右
左
と
（
８

の
字
を
書
く
よ
う
に
）
三
回
く
ぐ
り
ま
す
。 

　
当
日
ご
参
列
い
た
だ
け
れ
ば
神
職
と

と
も
に
お
祓
い
を
お
受
け
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
是
非
と
も
ご
家
族
の
皆
様
お

揃
い
で
お
申
し
込
み
の
上
、
ご
参
列
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
上
げ
ま
す
。 

　
尚
、
大
祓
の
人
形
は
一
ヶ
月
前
よ
り
、

御
祈
祷
を
お
受
け
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々

に
、
ま
た
は
社
頭
に
て
お
頒
け
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
当
社
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

　
皆
様
ご
一
緒
に
お
祓
い
を
し
て
、
暑

い
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。 

  

 

夏越の大祓式「茅の輪神事」 

出
仕
　
江
元
　
智
彦 

し
ゅ
っ
し 

え   

も
と 

と
も
ひ
こ 

巫
女
　
村
松
　
美
沙 

み
　  

こ 

む
ら
ま
つ 

み
　  

さ 

巫
女
　
別
所
由
輝
子 

み
　  

こ 

べ
っ
し
ょ 

ゆ
　
き
　
こ 

ひ
と
が
た 

ち 

み
ん
し
ょ
う
ら
い 

わ 

そ 



平
成
十
九
年
六
月
十
八
日 

「
玉
垂
」
（
た
ま
だ
れ
）
第
二
十
号 

題
字
揮
毫
　
神
社
本
廳
前
総
長
　
工
藤
　
伊
豆 

発
　
行

 
 

小
國
神
社
社
務
所 

郵
便
番
号
　
四
三
七
ー
〇
二
二
六 

住
　
所
　  

静
岡
県
周
智
郡
森
町
一
宮
三
九
五
六
ー
一 

電
話
番
号
　
〇
五
三
八
（
八
九
）
七
三
〇
二 

Ｆ
Ａ
Ｘ
　

〇
五
三
八
（
八
九
）
七
三
六
七 

印
　
刷
　   

㈲
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス
　
エ
ム
・
エ
ス
・
シ
ー 

8

「
小
國
の
杜
・
点
描
」 

社務所前の枝垂桜（4月10日） 

勧学祭参列の新1年生（4月7日） 

有村治子参議院議員ご参拝（4月20日） 

拝殿前のカヤラン（4月25日） 俳優・堀田眞三氏ご参拝（真中）（4月1日） 

森町文化会館にて第54回静岡県敬神婦人連合会大会の開催（4月20日） 

表
紙
写
真
に
つ
い
て 

編

集

後

記

 

　
平
成
十
九
年
六
月
三
日
（
日
）
午
前
十
時
三
十

分
、
宮
代
神
饌
田
の
「
御
田
植
祭
」
を
撮
影
い
た

し
ま
し
た
。
の
ど
か
な
田
園
風
景
の
中
、
地
元
の

森
町
立
旭
が
丘
中
学
校
の
生
徒
十
二
名
が
、
五
月

男
・
五
月
女
と
な
り
豊
作
を
祈
願
し
て
田
植
え
を

行
い
ま
し
た
。 

「
玉
垂
」
二
十
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
四

月
か
ら
六
月
迄
の
祭
事
行
事
を
ご
報
告
さ
せ
て

戴
き
ま
し
た
。
お
田
植
え
を
森
町
立
旭
が
丘
中

学
校
生
徒
が
一
生
懸
命
に
務
め
た
姿
は
感
動
的

で
し
た
。
ま
た
、
全
て
の
日
程
が
済
ん
だ
後
、

田
圃
の
脇
で
男
子
生
徒
が
お
弁
当
を
食
べ
て
い

る
光
景
は
、
と
て
も
ほ
の
ぼ
の
と
し
て
い
ま
し
た
。 

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
卵
塊
（
卵
の
か
た
ま
り
）
が
、

今
年
も
宮
奥
の
小
池
の
周
り
に
あ
る
紅
葉
の
枝

先
に
何
個
も
見
う
け
ら
れ
ま
し
た
。
自
然
の
生

命
力
と
は
す
ご
い
も
の
で
す
が
、
是
非
無
事
に

生
長
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。 

○ 
      

○ 

平成19年6月18日 第20号 玉 垂  

こ 

さ
お   

と   

さ
お   

と      

め 


